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巻
頭
言
　
　
　
　
　
新
年

の
ご
換
拶

埼

玉
県
山
岳

・
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ

ミ
ン
グ
協
会

〈
＾
長

石
倉

昭

一

皆
様
、

明
け
ま
し

て
お
め

で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

本
年

は
事
故

の
な

い
、
ま
た
皆
様

に
と

っ
て
健
康

で
辛
多

し、

一
年
と
な
り
ま

す
よ
う
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

昨
年

は
団
体
名
称

の
変

更
を
行

い
ま
し
た
。

国
民
体
育
大
会

の
競
技
種

目

名
が
、

「山
岳
」

か
ら

「ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ

ミ
ン
グ
」

に
改
称
さ
れ

る
の
に

伴

っ
て
の
変

更

で
す
。

回
体

や
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク

の
競
技
種

目

で
あ

る

「ス
ポ

ー
ツ
ク
ラ
イ

ミ
ン
グ
」

を
担
当
す

る
団
体

と
し

て
、
対
外
的

に
ｔ
分
か
り
や

す
く
す

る
た
め

で
す
。

タ
イ

ミ
ン
グ
と
し

て
は
良
か

っ
た
と
え

っ
て
い
ま
す
。

ｔ
う

一
つ
の
課
題

で
あ

る

「法
人
化
」

で
す
が
、
今
年

の
４
月
か
ら

一
般

社
団
法

人
を
目
指

し

て
お
り
ま
す
。

あ
と

２
ヶ
月

に
迪

っ
て
ま

い
り
ま
Ｌ
た
。

ラ
ス
ト

ス
ペ
ー
ト
を
か
け
る
時
期

に
な
り
ま
し
た
。

宜

し
く
お
願

い
し
ま
す
。

今
年
は
、
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
イ
ヤ
ー

で
す
。

埼

玉
か
ら
ｔ

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ

ミ
ン
グ

の
競
技
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
２
５
名
が
お
手
伝

い
を
す

る
予
定

で

す
。

足
非
成
功
裏

に
終
わ

る
よ
う
に
、

そ
し

て
日
本
人
選
手

の
メ
ダ
ル
獲
得

を
願

っ
て
い
ま
す
。

昨
年

は
秋

の
台

風
の
影
響

で
林
道
や
登
山
道
が
か
な
り
憲
響

を
受

け
ま
し

た
。

７
７
月

に
予
定

し

て
い
た
ト
レ
ラ
ン
大
会

７
ο
ο
κ
ｔ
、
台

風
の
影
響

で
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

ト
レ
ラ
ン
大
会

に

つ
い
て
は
、
今
年
ｔ
行

う
方
向

で
進

め
ま
す

の
で
よ

ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

一
方

登
山

の
方

で
す
が
、

山
岳
道
難
事
故

は
、
残
全

で
す
が
全
国
的

に
は

年
々
右
肩
上
が
り

で
増
え
続

け

て
い
る
状
兄

で
す
。

上
部

団
体

の
日
本

山
岳

・
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ

ミ
ン
グ
協
会

で
は
、

山
岳
道

難
事
故
を
戒
ら
す
活
動
と
し

て

「山
岳
道
難
防
止
啓
発
ビ
デ
オ

の
ア
ニ
メ
動

画
」
を
作
り
ま
ｔ
た
。
日
山
協

の
木
―
ム
ベ
ー
ジ

で
見
れ
ま
す

の
で

一
度

見

て

く
だ
さ

い
。

私
た
ち
ｔ
登
山
者

の
た
表
と

い
う
立
場

に
あ

る
と
足

し、
ま
す

の

で
、

山
岳
道
難
事
故
を
戒
ら
す
活
動

や
、

山
岳
道
難
防
止

の
た
め

の
安
全

登

山

の
普
及
活
動
を
し

っ
か
り
と
進

め

て
行
き
ま
し

ょ
う
。

本
年
ｔ
色

々
あ
り
ま
す
が
、
皆
様

の
ご
支
援
ご
協
力
を
、
引
き
続
き
宜

し

く
お
願

い
申

し
上
げ
ま
す
。
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2020イ華第序畜「妻蜃言炎

`≧
2020/1/19 大宮・レストランスクウエアー

恒例の「2020年新春懇談会」を開イ亀 司会加藤副会長

参加者は、御招待者 12名の他、参与会、協会員、理事等

計65名の大勢の方々が参加頂き盛大に行われました。

相澤副会長の開会挨拶の後、石倉会長の明作 の挨拶」、

ご来賓から加須市・生涯学習部長 江原様、県スホ―゚ツ協会・

専務理事 河本様からそれぞれご祝辞を戴きました。

天野理事長からご招待者の紹介の後、国体選手監督

の紹介「坂井 絢音、百合草 碧皇 、鶴 隼斗 、野部

七海 、曽我 綾乃、各国体参加選手」に対し花束の贈

呈が行われました。

深谷山岳会前会長・埼玉県山岳・スポニツクライミン

グ協会参与「武井正男氏」のご逝去の幸聞こ全員で黙とう

をささげ故人のご冥福を祈りました、

また島田 富男深谷山岳会長から弔間、会葬に対し深く

謝辞を述べられました。

※関連記事 67p「武井 正男氏」追1障を臓

田中 文男名誉会長の発声により本年の発展と健康を

祈願し「乾杯」となりました。

歓談後、村岡副会長の閉会挨拶でほぼ予定通りに懇談会

「2020年帯群彩騰炎会」 勿 晴 ご第 3衡 略
側 国体選手 0監督》

成年女子選手 坂井 絢音  MAS
少年男子選手 百合草 碧皇

花烏隼斗

少年女子選手 野部 七海
'

曽我 綾乃

成年女子監督 内海 信  埼玉高体連
少年男子監督 横内 鉄郎  川越山岳会
《ご耕

加須市長 代理 生涯学習部長  江原 千裕
(公鵬 埼玉県淋

°―ツ船 彰 理事 河本 弘

(株)ベルコンピュータシステム代表 高尾 周太郎
無名山塾・主宰 岩崎 元郎

石井スホ
゜
り川越店 フ

゜
ロカ
゛
イド   米山 良平

《SMSCA・ 参 与》
名誉会長  田中 文男
顧 問   森下 健七郎
参 与   大野 好司
参 与   平沼 伸一
参 与   亀田 泰二
参 与   三ツ木 達男
参 与   斎藤 勝男
参 与   恵 秀彦
参 与   古峰 孝
参 与   風間 進

《SMSCA・ 協会員》
評議員   千葉 弓子

人木 滋

氏原 佐和子

森 智佳子

山口新二

井上 一義

朝香 聖成

割 |1優子

島田 富男

相馬 英夫

設楽 不日男

人ツ田 政男

長窃 |1茂

計良 寿彦

小茂田 禾J孝

鈴木 宏招

野本 政之

井上 昇

浦和山岳会

NIIA S

高体連登山専門部長

ガリ|1山の会

川国市登山同好会

元蕨ハイキングクラブ

元蕨′ヽイキングクラブ

グループ。ド・アミ

加須市体育協会長

元グループ 。ド・アミ

理 事

評議員

評議員

理 事

理 事

川国市登山同好会

川国市登山同好会

川国市登山同好会

川国市登山同好会

UDoA・ C

UDoA・ C

大宮アノ″ベインクラブ

大宮ア′L//くインクラブ

深谷山岳会

深谷山岳会

深谷山岳会

壁 山絵

熊谷山岳会

東部登高会

高体連登山専門部

久喜工業高等学校

加須 スポーツクライミングクラブ

MACC隷
隷

新春の挨拶 石倉会長

は終了しました。 報告 岩井田
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理 事

《SAMSC・ 役員》
会 長

副会長

副会長潮 耐1 ‐力日藤 富之

鈴木 百合子 無名山塾
矢田 実   無名山塾
鈴木 健太  防衛医科大山岳同好会3年
保坂 まなみ 防衛医科大山岳同好会1年
藤井 優人  防衛医科大山岳同好会1年
秋元 椒子  彩・岳悠会
大野 文雄  山岳同人 埼玉申

隷
石倉 昭一 大官アノL/パインクラブ
相澤 重夫 川国市登山同好会

監 事

監 事

理事長

秋庭 栄

岩武 成秋

天野 賢一

副理事長莉野委員長瀬藤 武

副理事長    土屋 正昭
副理事長鵜赦委員長 横内 鉄郎

指導委員長    野村 善弥
自然保護委員長  増田 修
選手強化委員長  内海 信
海外登山委員長  山際 登志夫
ジュニア委員長  高岡 正彦
広報委員長    岩井田 正昭
個人会員委員長  笠原 数浩
医科学委員長   伊藤 正孝
勤 局 塩谷 壽子

御 芳志》多大なるご芳志頂き御礼申し上げます。

河本 弘 埼玉県スホ―゚ツ協会専務理事、高尾 周太郎

べルコンヒ
゜
ュータシステム代表 、岩崎 元郎 無名山塾。主宰、米

山 良平 石井スホ
゜
り川越店登山力

゛
イド 、雲取山荘 新井

信太郎 、田中 文男 名誉会長、亀田 泰二 参 与、大

野 文雄評議員、塩谷 壽子 事務局、

故武井 正男氏に黙祷の後、葬儀参列のお礼を述べる

島田 富男深谷山岳会会長佐手前から6人目)ご挨拶

防衛医科大山岳同好会 伊藤会長から会員紹介

茨城国体で活躍された選手に花束贈呈

深谷山岳会

G・ DoA
UDoA・ C
遠峰山岳会

G・ DoA
加須CC・ ビナ

川越山岳会

あゆむ山の会

川国市登山同好会

高体連登山専門部

彩 。岳悠会

高体連登山専門部

山岳同人 埼玉

彩・岳悠会

防衛医科大山岳同好会

大官山岳会

開式の挨拶は相澤副会長

Kobaton
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各委員会報告・計画

【第74回 茨城国体 角翠団式・表彰式】
11/15解団式・表彰式  崎玉会館小ホーノ→
参加選手 :百合草 碧皇、鶴 隼人、曽我 綾乃、

ヨ彗予ギi5 Ĺi71テ

岳連関係 :石倉 昭一会長、総監督 天野 賢一、

成女監督 内海 信、少男監督 横内 鉄郎、支援

小茂田禾J孝

【第32回

11/24 カ日

コバトンクライミングカップ2019】

須市民体育館

ミドル 小林 琢磨 1位、上原 優斗 2位、

大嶋 唯花 3位

中島 颯杜 1位、松浦 玲音 2位、

松原 凌 3位

池原 悠太 1位、今井 晴登 2位、
「醜FS杜吾 3位

高橋 宗大 1位、梶原 成矢 2位、

栗原 芽吹 3位

1投 利   冬山遭難防止講習会 報告
12/1415 上尾 埼玉県スポーツ総合センター
埼玉県スポーツ総合センターで SКC.A2019年度冬山

遭難防止研修。講習会の日。総勢約 60人と沢山の参加

がありました。

14日 (Ll は「山岳における救急医療」ファーストエ

イドは年に一度は研修を受けるべきもの。

私は20m滑落し、右足を開放骨折した「要救」の役

を演じました。デモンストレーションでは講師により

スムーズに評価毅嘩呈が行われましたが、本チャンでど

れだけの事ができるか?それはスキルを高めるしかな

いのかと。

15日 (日)午前中は埼玉県警察山岳救助隊員二人によ
る「講演」普段は人間基地に常駐し有事にヘリで出動

するそう。質問の中で捜索に、「ここヘリ」や「ドロ

ーン」の利用については途上のようでした。

午後は搬送。ツエル ト、ザック、ポールなどを使つ

ての簡易担架の作り方、ザック、雨具での搬出などの

実技講習。内容濃くあつと言う間の週末の二日間でし

G・DoA秋庭 栄

ビギナー

ジュ_ア

キッズ

第 6回関東小中学生クライミング選手権大会競技

12/15 加須市民体育館

埼玉県からは、リード競技 12名参加 (ジュニアドリ

ームアスリートから選出)力日須市民体育館こいのばり

クライミングウォールで行われました。

参加選手 81名、各種別予選 2課題 6分フラッシン

グ 決勝オンサイト6分プロクライマー大場美和選手
をゲストに迎え、今年 8月世界選手権八王子大会で使

用されたホール ドで、盛大に行われました。

当大会参加選手は以下の通り

中学生男子 :犬竹 刀「月、猪鼻 碧人、山田 航大

女子

小学生男子

女子

武石 初音、横田 呼春、

大嶋 唯花、松浦 怜音

遠藤 功士、長森 靖、石田 奏、

松浦 陽色

金子 千尋

14日 「山岳における救急医療」をテーマに

解説する 恵 秀彦講師

第 10回全国高校生選抜クライミング選手権大会

12/2122加須市民体育館

男子総合成績 鶴 隼人  6位、牧田 空 28位、
小林 拓磨 30位、大場 拓真 76位、

女子総合成績 ラ司 |1果隠 41位、村田 せい 67位、

橋本 歩美 91位

学校対抗 1贋位 男子 :伊奈学園総合高校 10位
女子 :坂戸高校 15位

※百合草 碧皇選手4位 東京都所属)

15日 午後からは「搬送技術」の習

得を行った。

ポールとザックを併用し短時間で

の担架作成を全員で織

緊急の場合は手持の物を如何に応

用し、他の安全な場所に移動させ

る事が大切かを学ぶ。

写真はポール4本+中型ザック×3を使用

※写真と本文は秋庭委員 広報
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ⅢI日
|

一山の日記念 甲武信小屋で楽しむ―
秩父山岳連盟+甲武信小屋のコラボ 山の日イベント

UDoA・ C 山口 新二
8月 10日 (日 )から11日 の二日間にわたり、甲武信

ケ岳を会場にSMSCA自 然保護委員自然観察会が開
催されました。

テーマは甲武信ケ岳を源頭とする三河川・信濃川。富

士川。

'つ

||の分水嶺及び源頭の高山植物の観察。
「ユネスコ。手コパ~ク Jに登録された『甲武信ヶ岳』

長野・山梨・埼玉の三山域に自然環境と社会 (人)と

の共生をあらためて秩父山域、とりわけ甲武信ヶ岳周

辺の巡視を目的とした。SMSCAか らは「桜草山の
会」、噴ヨ谷山岳会」、「UDoA・ C」、「り|1国市登山同
好会」所属の会員 16名が参加した。

2019/8/10 初日は毛木平より信濃川 (千曲川)の源流

帯を視察して甲武信ヶ岳山頂を雷鳴が響く中通過して

甲武信小屋に嵐 小屋から 40分程度で用 |1源流と富

士川源流を巡視し、三分水嶺観察を実施ι山小屋では

夕食後小屋番トークとギター&サンポーニヤの演奏会
のイベントが開催され、甲武信小屋の夜を盛りあげた。

2019/8/11 二日目小屋前は樹林の間から朝日が拝め

さわやかな奥秩父の一日が始まる、朝食後甲武信ヶ岳

山頂で、秩父岳連と甲武信小屋共催の山の日イベント

があり山頂に記念寄せ書き旗が揚げられギター&サン

ポーニヤの演奏が響き渡った。青空のかなたに御座山

(おぐらやま)。人ヶ岳連峰・南アルプス(鋸岳。甲引駒ヶ

岳・白根三山・」利|1印・鳳凰三山 等)さ らには富士山

も雲の上に、高ら力ヽ こその雄姿を見渡すことができ

た。甲武信ヶ岳山頂イベント終了後、各会毎に自由散

会で、信濃川 (千曲りID源流帯経由と十文字峠経由へ別

れ、毛木平へそれぞれ下山した。

「カン 0ヤツェ 6′247m海引緩聾J躍肇ヨ

12/7 大官 宇宙劇場5階会議室

登山隊自己紹介 左から山際登山隊長、風間行動隊

長、柳 |1行動副隊長、池ヶ谷、小茂田、清水、山田、杉

野、大河原、塩谷 各隊員

司  会・天野海外委員 (SMSCA理事長)
代表挨拶 。加藤海外委員 (SMSCA副会長)
来賓挨拶 。SMSCA石 倉会長
加藤副会長の挨拶の後、石倉会長から来賓挨拶があ

り、海外登山報告会が開会された。司会は天野委員。

風間行動隊長の画像を使つた約 1時間半の山行報告

を行った、前半は行動概要の説明を、後半は出発から

帰着までの行動記録画像を公開した。

小休後質疑応答、その後山際登山隊長 磁汐卜登山委

員長)による隊員紹介を行い、各隊員から感想をそれ

ぞれ述べてもらった。

「アタック当日は稀にみる悪天候の為、登頂断念、

唯一、杉野 。大河原両隊員が 5600mま で登山」

登頂ならず登山隊全員で

カン・ヤツェ6,247mを背景に

甲武信ケ岳山頂でイベントに参加された大勢の方々と
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幸展 「武丼正男氏を偲ぶ」

当協会元副会長・参与、深谷山岳会元会長

故武井 正男氏は、令和元年 11月 29日 11時

ご逝去されました。 (行年 76歳)

謹んでご冥福をお祈り申し上げ、生前のご功績、

ご尽力に感謝し深く衷障の意を捧げます。

埼玉県山岳・淋
°
ツクライミング協会

略  歴
1943(昭和 18)年 1月 14日深谷市人見に生まれる

1959(昭和 34)年 初めての登山、高校 2年の夏、奥秩
父縦走(雁坂峠～雲取山～三峰山。3泊 4日 )

1964(昭和 39)年 21歳で深谷清友山岳会を結成
1965(昭和 40)年 埼玉県山岳連盟に加盟

1967(昭和 42)年 深谷山岳会に改称 。第 2代会長/
第 22回国民体育大会 (埼玉国体)山岳部門、選手と

して参加//武甲山雨乞岩正面下部ルート初登

1968(昭和 43)年 子持山大黒岩西壁正面ルート初登
1966～谷川、人、穂高等に精力的に多数の足跡を残す

1994(平成 6)年 深谷山岳会創立30周年記念カムチ

ャッカ遠征 (ク リチェフスカヤ山4,813m・ 登頂)

2014(平成 26)年 深谷山岳会創立50周年ゼロ富士登
山に参加・記念祝賀会開催・記念誌発行

1987年    昭和 61年度埼玉県体育功労賞を受賞
1982～ 1995年 埼玉県山岳連盟 競技部長
2000～2006年 埼玉県山岳連盟 副会長
2008～2018年 埼玉県山岳連盟 参 与
2019(令和元)年 11月 29日逝去 行年 76歳 合掌

追 悼  埼玉県山岳・スポーツクライミング協会
名誉会長 田中 文男

聯 正男さん、さびしくなりました」

埼玉県山岳連盟の理事会が東松山で開催されていた

ころですから、もう、ずっと昔のことになります。理

事会の席上、過激で、時には鋭い発言をする生意気そ

うな若者がいました。まさに青年将校のようでした。

「あれ、だれ ?」 と尋ねましたら深谷山岳会の武井

さんだと教えてくれました。

それから武井さんを注意深く観察していると、なか

なか楽しい好青年だと分かりました。どちらからとも

なく話をするようになり、二月に行われる県岳連の富

士山での検定会、ここにはよくご一緒するようになり
'

ました。蒼い氷の世界で「そんなことをしてたら、死

んじゃうべよ !」 と講習生をどなりながら、それでも

暖かく指導している姿を今でもはつきりと思い出すこ

とができます。

私の馴 に山の好きな年輩の方がおられて、何とな

く私に弟子入りしてくれ、谷川岳などへよくご一緒致

しました。この方は戦前の台北帝大の出身で農業の専

門家でしたが、ある日、「武井さんって知つています

か ?」 と尋ねられました。「よく知っています」と応え

ると「彼は私の職場で一緒でした。実に熱心で勉強家

で素敵な若者です」と嬉しそうにおつしゃる。私の全

然知らない世界の武井さんの話をしてくれ本当に嬉し

くなりました。

その話をすると、武井さんもびつくり。世の中、狭

いなあと言つて、後日、深谷のネギを送ってくれまし

た、私が県岳連の会長時代は副会長として支えていた

だきましたし、飼育しているゴールデン・レトリバー

の仔犬を分けて貰つたこともありました。このごろは

会う機会も少なくなり、そのうちに柿でもねだりに行

こうと思っていたら他界の報せ。淋しくなりました。
エンマさんの前で、青年将校ぶりを発揮し、仲良く

してください。

ご冥福を心よりお祈り申し上げます。

追 悼  埼玉県山岳・スポーツクライミング協会
副会長 加藤 富之

わが深谷山岳会の名誉顧間であります武井 正男元

会長は、昨年 11月 29日 、行年 76歳で逝去されま
した。

皆様には生前のJ享誼に感謝いたします。(元会長の

山歴等につきましは略歴にしましたので割愛します。)

武井さんの岩登りは、安定且つ絶妙なバランスで有

りそうにないホール ドに手や足を置いて登り感動もの

でした。また、タッパが足りないのでアブミの最上段

に立って登ったと話す姿は生き生きとしていました。

最後の冬合宿、新穂高から槍ヶ岳は、新しく買つた登

山靴が足に合わず怒つて投げ捨てたという逸話有り。

一寸気性の激しいところのあった武井さんですが、本

人口わく「山が自分を更生させた」と…・。そんな武井

さんは、会員の相談に親身になって耳を傾け面倒をみ

てくれました。また安全登山には口を酸つぱく「ジッ

ｋ
Ｆ
一〓
ロ

若かりし頃
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、ル、ジッヘル !」 と、繰り返し注意してくれました。

最後になった山行は2014年 71歳でのゼロ富士
登山。海抜 Om田子ノ浦から歩き始め、村山古道を歩
き富士山を目指しました。都合により途中の村山浅間

神社まででしたが会員と一緒に登つた最後の山行にな

りました。その年に創立 50周年記念祝賀会を開き、
県内外の山岳会から沢山の参加者を迎え盛大に開催で

きたことは、武井さんの念願が叶い皆で大いに喜びま

した。

我々はこれからも武井さんのご遺志を継ぐべく、安

全日つ楽しく山に登り続けたいと思います。 合掌

追 悼 埼玉県山岳・スポーツクライミング協会
参 与 熊谷 潔

山岳界の活動が多岐に渉る昨今、熱烈な武井信奉者(当

時の埼玉岳連で活躍していた方々)が、毎年「武井 正

男氏を励ます会」を開き、私も度々末席を汚していま

した。氏の “山"への情熱は、鉄の時代に入り、ヒマ

ラヤ、アルプスに大挙押しかける中で、北方の山々の

バリエーション (北海道、ロシア、モンゴル等)に会

独自の山行を築いたことです。加えて、県東北部の岳

人を育み、且つ市民ハイクの発展に至るまで活動の場

を拡げられたことに心から感動を覚えまし

た。その根源は “人F'と いえるでしよう。裏では努
力を重ね表面では「仲間がやつてんだよ、」とよく言つ

ていました。

今の深谷山岳会の興隆は、氏によつて有能なスタッ

フを築き上げたことです。真似の出来ることではあり

ません。私は同年齢とはいえ、舌を巻いていたばかり

でしたが、まだまだ活躍して欲しかったです。

ご冥福を祈ります。

追 悼 埼玉県山岳・スポーツクライミング協会
理 事 山口新二

故 武井 正男氏を私が良く知る様になったのは (19
77)S52年 10月、第32回青森国体山岳競技に
日産ディーゼル山岳部から3名 (選手//`岩武 。有馬。

山口)で、(監督//亀田氏)のメンバーで出場した時に

武井氏が当時の国体委員として現地でお会いした時か

らです、大変面倒見の良いというのが印象的でした。

国体の成績はさて置き、青森の帰りは武井氏の車に

選手団 5名全員乗車して帰ることになり、 帰路の途
中秋田の大山だつたと記憶しますが、武井氏の妹さん

の嫁ぎ先に 1泊 し、秋田銘酒「爛漫」を振舞っていた

だき、山岳競技の成績は良くなかつたが活躍をねぎら

つていただきました。

それからは埼玉岳連の講習会や県体等のイベントで

ご一緒する度に大変お世話になりました。

武井氏は深谷山岳会の所属で県北エリアの山岳団体

等の育成に大いに貢献した方で、自らの登山活動も、

初登攀や多くの山域にその足跡を残しています。

また県岳連の役職も重責を担い貢献度は高く、まだ

まだ年齢的にも活躍の余生を残し、旅立たれたことは

大変残念に思います。

謹んでご冥福をお祈り申し上げます。

第 10回日本山岳遺産サミツト 特別講演
「登山道の荒廃に登山者は何が出来る力可

令和 2年 2月 15日 13:00～ 一橋 講堂中会議室
主  催 :日本山岳遺産基金・山と漢谷社
講  師 :北海道大学大学院・愛甲 哲也氏
費  用 :500円 (基金割→ 事前申込 2月 12日
問合せ先 ※詳細はHPから申込可

悧 枷       ・ ¨

趣  旨 積雪期登山の安全登山と技術向上を目的
主  催 埼玉県山岳・スポーツクライミング協会
主  管 SMSCA 指導委員会・遭難対策委員会
期  日 令和 2年 2/29(■l～3/1(日 )
会  場 谷川岳登山センター付逸
指導講師 日本スポーツ協会公認指導員
参加費用 4,000円 (講習費)

申辺銘制刀 2月 21日

※詳細は直接野村指導委員長ヘ ロom36のbb.ne.jp

動 と影 陽〃と週堕k未諫u…
令和 3月 8日 蕨市市民会館 13:00開場～14:30

催 :彩 。岳悠会

援 :SMSCA
NPO法人 尾瀬自然保護ネットワーク
副理事長 大山 昌克氏

費  用 :入場無料 連絡先 笠原 090-16007483

公開講演会「シカが生物多様性を低下させる :?」

令和 3月 28日 (土)J辟訴ロカルタスホール 13:50～

主 催 :SMSCA。 自然保護委員会
講 師 :埼玉県環境科学国際センター 角田裕志氏
費 用 :入嫌 料

「埼玉岳連報」は 1月発行の67号でひとまず終了。

2002年 12号に再刊以来 18年間の長きに亘りご協力

頂き深く感謝しま丸   2020/1 広報 岩井田

主

後

講
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ЛL「 K=°

自 然の中で過ごすのに気持ちのいい季節です。大勢の山仲間との

山行でも、あるいは単独行の山行でも、大切なのは健康管理です。

あなたの動脈血の酸素量が今どの位なのか、脈拍数はどの位なのか、

正確な機械で測定してみて下さい。

医療機関等で使用されているパルスオキシメーターを、

特価でご提供致します。ぜひご利用下さい。

季 節の変わり目です。親しい方にデジタル血圧計を差し上げたらいかがでしょう。

お誕生日、結婚式、もちろんご自身にも。用途に応じて対応させて頂きます。

山行に持参できる小型タイプもございます。

血圧は健康のバロメーターのひとつです。どうぞお問い合わせ下さい。

山行動中や野外活動中に本格的な聴診器はいかがでしょう。

樹の幹に聴診器を当ててみると、色々な音が聴こえてきます。

葉の擦れる音、遠くの小川の音。虫の声、鳥の声。

樹はまるでパラボラアンテナのように色々な音を集めます。

ご家族のペットの心音を聴いてみるのもいいでしょう。

人FH3と !ま違つた鼓動に新しい発見があるでしょう。

ぜひトライしてみて下さい。

埼玉県山岳腱スポーツクライミング協会の活動を応援している間中産業株式会社は

1969年の倉1立。世界80数力国に製品を輸出しております。

0パ″ιスオキシメーター
0歩数計
● テジタ′L血圧計

聴診器

その他医療器全般

０

　

０

ЛL「 K=Q田中産業株式会社
本社

113-0033 東京都文京区本郷3-16-3
TEL 03-3814-7181  FAX 03-3814-7177

Eメ ール alpk20」 oy.hi―hO.■e.」 p

弊社はIS013485を
取得致しております

30‐ 600


